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研究成果の概要（和文）：本研究では、発達障害や貧困等々の困難を複合的に抱える子どもの「他者と共同的に
生きているという実感のもてなさ」に焦点をあて、困難の内実と必要としている支援を明らかにしようとした。
その結果、①困難が複雑に絡まることにより多面的な支援が必要だが日本の学校は十分にその機能をもちえない
こと、②困難が複合的なゆえに周囲に理解されにくく「見えない生きづらさ」として学齢期以降も困難が続くこ
とが明らかになった。また支援においては、③共感的で継続的なかかわりが基本となること、④支援側の活動に
参画してもらうことが共同的な意識形成に有用であることが明らかになった。
研究成果の概要（英文）：This research studies what difficulty multiply handicapped children have, 
and what support they need, focusing on their lack of “feeling to live with others collectively”. 
It elucidates four points below. 1; children need various support because their difficulties are 
complex, but Japanese school can’t have such a function. 2; their difficulties are so complex that 
they can’t be understood enough and it remains as “invisible ikizurasa (feeling hard to live)” 
after their school age.3; the base of support for them is “with empathy” and being continuous. 4; 
it is useful for them to take part in the support activities by themselves.
研究分野：臨床教育
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１．研究開始当初の背景 
（１）子どもの困難をめぐる状況 
地域社会の崩壊や変容、グローバル化に伴
う社会変化などにより、子どもをめぐる問題
が多様に指摘される中で、貧困や発達障害、
外国籍、児童虐待等の諸困難を、複合的に抱
える子どもの存在が問題になっていた。特に、
地域社会の崩壊は、子どもたちの仲間意識や
その基礎となる共同体意識形成に大きな影
響を与えている、と考えられてきた。そして
こうした変化が、子どもたちの不適応状態を
複雑にさせている、と考えられた。 
（２）子どもへの支援上の課題 
 2014 年段階ですでに、不適応症状に対し
ては、不適応行動の改善（非行の矯正、不登
校への登校支援等）という従来の支援から、
カウンセリングや SST、SGE 等の心理的支
援へと重点が移行しつつあった。しかし、心
理的支援のさらに奥にある、自分は誰か信頼
できる他者に支えられているという実感が
もてないことなどの他者認識のゆがみへの
アプローチは、不十分な状況にあった。つま
り、子どもたちの抱える問題が複合化するに
つれて心理的次元のもっと奥にある他者認
識機能への働きかけが必要であるが、その方
途は十分には解明されていない、と考えられ
る。 
（３）新しい取り組み 
こうした子どもたちに対して、心理的なア
プローチとは異なり、社会参画という視点か
らアプローチする取り組みもある。一部地域
では、社会変化に対応して、従来とは異なる
共同体的支援の枠組みを生み出しつつある。
例えば、生活保護世帯の子どもたちの最後の
受け皿として奮闘する児童館が、学校教育と
協働する中で新しい有機的な子育ち支援を
生み出しつつある。国外に目を向ければ、イ
ギ リ ス で は 困 難 を 抱 え る 子 ど も を
SEN(Special Educational Needs)という枠
組みで捉え、学校が地域に出ていき貧困や障
害などの困難を総合的に支援する（支援せざ
るをえない）取り組みが始まっている。こう
した取り組みから、地域に密着した形での支
援と、地域性を排除した形での支援と、その
両方が必要であることが示唆されていた。と
はいえこうした支援の成果は明らかになり
つつあるが、なぜその支援が役に立つのかの
メカニズムについて、子どもたちの心理を支
えるより奥深い次元の意識構造に照らして
解明する視点が不十分であった。 
 
２．研究の目的 
貧困・虐待・発達障害等の困難を複合的に
抱える子どもは、疎外感を抱きやすく、不登
校、非行等の社会不適応状態に陥りやすい。
ただしこれは、社会を自らの属す共同体と感
じる、根源的な層にある意識の機能不全によ
って引き起こされるのであり、規範意識や道
徳心の不足によるのではない。地域共同体の
変容する今日、多機関からの総合的支援によ
る新たな共同体の生成過程が、この意識機能
の育ちと強い関係をもっていると考えられ
る。この意識は現象学の「間主観性」の観点
から捉えられるものであり、しかも綿密な参
与観察を要する。そこで本研究では、参与観
察の専門家として申請者らが、学校や児童館、
フリースクール、シェルターなどの諸機関で
幅広くフィールド調査を行い、それらの支援
が子どもの共同体意識形成にどのように寄
与するのかを間主観性に基づいて明らかに
し、総合的支援モデルを作成することが、本
研究の目的である。 
研究開始当時の社会的背景を鑑みると、地
域に密着したり地域性を排除したりとさま
ざまな形で総合的に子どもを支援するべく
変容・生成・持続する場としての共同体への
帰属意識と子ども支援の関係が明らかにさ
れる必要がある、といえる。ただし、共同体
への帰属感は、いわゆる感情（心理的側面）
ではなく、仲間意識や他者関係が豊かになる
ようにと基礎的（潜在的）な次元で支えるも
のである点に注意が必要である。潜在的であ
るがゆえに、これは本人には自覚されること
がなく、アンケート調査では明らかにし得な
い。そこで、この層の共同体意識の形成を、
現象学的に解明する必要がある。 
こうした子どもたちは、困難が複合的であ
るがゆえに一つの支援では問題を改善され
にくい。友人や家族、支援者といった具体的
な個々人としての仲間と「線」でつながれな
いという、顕在的問題の背後には、ある共同
体(コミュニティ)という「場」に属している、
という「共同体意識」に支えられていないと
いう顕在的課題が隠されている、というのが
本研究の仮説である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「地域密着型」の支援と、「脱
地域型の支援」の 2つの形態に注目し、フィ
ールド調査や事例研究を行った。具体的には、
地域密着型の支援として、貧困層の多い地域
の小学校、子どもの居場所づくり NPO、定
時制高校、児童養護施設が挙げられる。また
脱地域型の支援として、プライベートな情報
を完全にシャットアウトした形でのセル
フ・ヘルプグループ、広域型フリースクー
ル・シェルターや、大学における大学生同
士のセルフ・ヘルプグループが挙げられる。 
 こうした場で、主として、フィールドワ
ーク調査か、インタビューの手法を用いて、
現象学的な分析を行った。 
 
４．研究成果 
 結果として、地域密着型であるか脱地域型
であるかによる支援の質や方向性の差異は、
それほど明確ではないということが明らか
になった。というのも、インタビュー調査を
進めるうちに、想定していた「複合的困難」
は、学齢期の子どもたちに限らないこと、そ
のため、地域に根差した支援というよりもむ
しろ、個々の所属している多様な共同体のそ
れぞれにおいて不適応が生じることが明ら
かになったからである。 
 
（１）学齢期の子どもたちの課題 
 まず、本研究の当初の課題対象であった学
齢期の子どもたちについて、海外との比較で
日本の課題が以下のように明らかになった。 
イギリスでは primary school が民族的マ
イノリティや発達障害、虐待など多様な困難
に対応するワンストップ対応の拠点であっ
たのに対して、secondary schoolでは、困難
への直接的な対応というよりも、少人数教育
（特に post 16）教育の中で生徒の学力支援
や進路を支援していく、というように学校の
役割が変わっていく。この背景には、①一定
の学力支援の基盤としての基礎学力支援が
充実していること、②大学進学に必要な費用
が奨学金等で賄えるという財政事情の日本
との違いが指摘できる。とはいえ、学校から
逸脱した子どもに関しては、日本と同様、学
校の手を離れるとその後の支援が届きにく
い（利用できる制度はあっても子どもの側が
利用しない）といえる。イギリスのこうした
事情から学べることは、年齢が上がるにつれ
て、その年齢ごとのライフイベントに応じた
支援が学校には可能であるが、大前提として
生徒の学習への安定した経済的支援が必要
だということだ。 
 日本では、財政事情もあり、困難の多い子
どもたちに十分な経済的支援が行われてい
ない。民族的マイノリティの子どもたちに対
する語学教育は学校に一任されており、学校
の中での正式なカリキュラムになっていな
い。また、発達障害等に関する学校教育での
説明が十分でなく、障害のある子どもたちは
「どのような点で障害なのか」が、当人にも
周りの子どもたちにも十分に教育されてい
ない。こうした事情から、「違いがある」も
のの、その違いがどのようなもので、どのよ
うな点では他の子どもたちと同じであるの
か、という理解が促進されないままに放置さ
れている。これが、子どもたちの「共同的な
意識形成を不十分にしている。このことは、
学校の児童生徒すべてが児童養護施設で暮
らす子どもたちだというある学校において、
子どもたちの仲間意識が十分に機能し、少人
数の中でも「周りの人たちに支えられてい
る」という実感をもとに生きられるようにな
っているという事例からも反証的にしてき
できる。 
（２）学齢期を過ぎた若者の課題 
 本研究を進めるうちに、複合的困難を抱え
たまま、それが見過ごされ、年齢の上がった
若者の存在が明らかになってきた。こうした
若者たちは、一見すると支援の必要性が低く、
そのために年齢が上がるまで支援が届かな
かった、と考えられる。しかし、認知特性へ
の注目が集まって発達障害の存在が明らか
になったように、彼らの生きづらさがより認
識されるようになれば、必要な支援もより充
実する、と考えられる。 
 学齢期を過ぎた若者の課題としては、具体
的に、次のようなものがあげられる。発達障
害傾向にあるが未受診などにより障害認定
を受けていない者。発達障害ではないが過度
な感覚過敏をもつ者。過剰適応的な傾向をも
つ者。神経症的な傾向をもつ者。対人関係に
強い不安を抱く者。定時制高校などに通うが
学業不振や不登校ぎみの生徒。コミュニケー
ションの難が就職活動時に発覚する大学生。
子育て困難から自分の被虐待的環境に初め
て自覚する母親。こうした若者たちは、「見
かけ上の適応」をしているが、実際には、社
会適応にかなりの課題を抱えている、といえ
る。本研究ではこうした課題を「見えない生
きづらさ」と呼び、彼らの課題解決を検討し
ている。 
 こうした若者たちは、一定の適応をしてい
ることから明らかなように、「自分としては
それなりにうまくやっているつもり」でいる。
しかし実際には十分に適応できていないの
であり、常に、「本当は抱えているつらさに
だれも気付いてくれない」といったしんどさ
に陥るリスクを抱えている。こうした自認が、
他者との共同的な意識形成を不全にしてい
る、といえる。というのも、「それなりにう
まくやっている」という自認と、現実とが折
り合わなくなったとき（例えば就職活動で露
見する自立不安や子育て中に発覚する被虐
待的環境での自分の育ちなど）に、「なぜ自
分だけがつらいのか」という経験になってし
まうからである。こうした孤独を解消するた
めには、支援の地域性の有無にかかわらず、
自分の語りを聞いてもらい、自分の自認を修
正していく必要がある。 
 そこで本研究では、学齢期を過ぎた若者の
課題の解決として、物語論的な解明の必要性
があることを明らかにした。実際に、わが子
に虐待してしまうことで悩む母親たちは、語
りをとおして、自分の生い立ちを捉えなおす
と同時に、自分の語りに耳を傾けてくれる他
者の存在によって、共同的な他者意識を育め
ることが明らかになった。 
 今後は、他の見えない生きづらさにおいて
も、物語論的なアプローチがどのように他者
意識の形成に有用であるかを検討していく
ことが必要である。 
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